
実施日　　　　　　　　令和３年　９月　２４日（金）　　１４：００～１５：００

会議実施会場　　　　Zoomを用いたオンライン会議

参加人数　　　　　　　7　施設　　　７名　　参加

③『情報共有の方法について』

④『コロナ禍でのレクや外出などについて』

内容

A施設：

B施設：

C施設：

①『コロナ感染対策について』

介護部会 横浜北部②ブロック会議 報告書

①職員の、出勤時の体調確認や手指消毒の徹底。食事スペースにアクリル板の設置。レッ
ドゾーンを想定したシミュレーション行動。
②１０日間の個室対応。同じ空間ではあるが、他利用者様とは離れた席での食事。マスク
の徹底。
認知専門棟もあり、難しいケースもある。
③情報共有用のノートの活用。掲示物での発信。メールシステムの使用。
④密に配慮しながらそうめん流しやスイカ割を行った。外出は受診のみ。面会は直接とオ
ンライン、１日７組ほど受け入れる日もある。写真を送ったりもしている。

議事項目

②『新規利用者の隔離対応方法について』

①横浜市の感染対策チェックリストに乗っ取った方法で行っている。手指衛生のアルコール
ジェルは個人持ち。１人１ケア１手洗いの徹底。換気は１時間おきに実施。よく触る場所の
消毒は午前と午後に１回ずつ、できれば３回行う。レッドゾーンを想定したシミュレーション。
②PCR検査をしてから受け入れをしている。個室で２週間隔離が出来ない場合があり、対
応に苦戦している。
③会議議事録の回覧、閲覧。所属長からの発信。うるさく、繰り返し伝え続けている。毎日
ではなく、週一で朝礼での発信も行っている。
④外泊外出は禁止。面会は看取りの方のみ。８月に花火大会を行い、フロアごとに降りて
行った。秋祭りも密にならないよう行った。レクリエーションでは声をあまり出さないものを
行っている。



D施設

E施設

F施設

G施設
①換気、消毒の徹底。陽性や濃厚接触疑い時は会議にて決定。BCPも担当を決めて研修
を進めている。
これまでにスタッフの陽性者が２回出た。どこまでが濃厚接触か。陽性者と関わったスタッ
フ、利用者様の抽出が大変だった。
②PCR検査の結果を確認している。ワクチンは入所後打つ方も多い。隔離期間は３日間。
７～１０日間の場合、クリアな方でも居室に居続けてもらう事は難しかった。体調管理は万
全に行っている。
③各課の主任や施設長で対応を決め、紙面にして全ユニットへ配布。通用口にも掲示して
いる。
社外の人にも伝わるようにしている。メールシステムも使用。
外泊外出禁止。面会は窓越しで行っており、会話は携帯電話を使用している。家族が外に
なるので、雨の日などは大変。レクは施設長より発声を伴うものは止められている。花火な
どは行った。

①業者との連携を強めている。ごみを捨てるルート等のマニュアルを作成。
②アクリル板の使用、食堂の端のスぺースでの隔離。
③法人全体では、本部に対策チームがあり、グーグルドライブなどで閲覧可能。発信され
たものを各施設で対応。施設内ではパソコン内のファイルで情報共有。
④余暇活動の緩和を検討している。ボランティア受け入れも再開したいが、まだ行えていな
い。合唱などは行っていないが、消毒のできるボードゲームなどは行っている。職員に対し
ても、行動制限の緩和を予定している。

①BCPを家族で濃厚接触者が出た場合などに活用している。
②病院からの入所時にPCR検査を依頼している。ワクチン接種の有無で隔離期間も変更。
③データ上で管理し、出勤時に閲覧するようにしている。日々の確認が必要。
④おやつレクを実施している。認知症上などで落ち着かない方に関しては例外的に外出も
行っている。直接面会は６月から再開。認知症の方だと画面越しは難しかった。直接面会
だと食事量がアップするケースもあった。

①従来型なので、ユニット型のような隔離設定が難しい。２月から仮設の扉をつけ、隔離ス
ペースを確保した。ワクチン接種は７月に終了した。
②入所７２時間前にPCR検査をしている。入所後は最大１４日間隔離、症状がなければ解
除。隔離スペースは新規のみとし、対象外の方は区域に入らないようにしている。稼働が
マイナスになる為、運営的に今後の課題である。
③月曜日に行っている対策会議の議事録と、パソコン内での共有フォルダの閲覧。共有し
きれていない課題はある。一目でわかるような掲示をしている。
④外泊外出は禁止。レクやクラブ活動はフロアごとに少人数で継続中。面会はオンライン
にて、１日３組限定で行っているが、コミュニケーションが難しいように感じる。直接面会は
状態が落ちてきている方や方向性が変わりそうな方を中心に行っている。

①職員の家族が発熱した場合は２～３日休ませている。
②個室隔離は難しい。席を離し、アクリル板で区切っているが完全には難しい。マスクもす
ぐ外してしまわれる。
③委員会からの周知。施設長からの発信物。
④スカイプを使用して行っている。１件１５分くらいの制限で、電話予約。入浴の関係などで
曜日は固定している。多い日は６組くらい。看取りの方以外は直接は行っていない。スカイ
プだと、九州など遠い方とも面会できるのはいい点だと思う。




